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故松本満次宗谷船長の逝去を悼む
永 田 武
松本さん と最後に話し合ったのは,永 久保存 されるこ
ととなった 「宗谷」の公開式典の席であった,松 本さん
の顔色が何 となく,くろんずでいてあまり元気がないよ
うだと,多少気になったが,彼 と私とは共に大正二年生
れの同年老兵,「お互いに身体には気をつ け ま しょう
や」 と軽口を叩いてそのまま別れた.そ れか ら間 もな
く.第21次南極観測隊歓送の為の恒例の南 極OB会 の
時,「松本 さんが悪いそ うですネ」と田英夫さんが小声
で報せてくれた.
松本さんと私 とは,それぞれ船長と隊長として,第1
次,2次,3次 の日本南極地域観測隊の喜びと悲しみを
共にした仲間である,日本内地で,宗 谷船上で,ま た,
南極大陸の現地で二人に共通の想出話の種が 山 ほ どあ
る.楽 しい想出もあれば,「 アレは うまくなかった か
ナ」といま瞬を噛む出来事もある.国立極地研究所の創
設プログラムが一段落っいたら,一度ゆっくり二人で昔
話しをして見たいと考えていた矢先,松本 さんは先を急
く・かのように他界してしまった.私 としては友人の死を
悼むと共に,仕 事をや り残 したまま相棒の一人が消えて
行ってしまったという悔みと寂みしさの感 じを拭いされ
ないでいる.
南極観測隊の現場に舞台を限って,松 本満次さんの曽
っての姿を想出して,同君の冥福を祈りた い.私 の古
い,南 極観測隊日記のなかから松本さんの物語りを抜粋
したものである.
1958年1月28日.その頃,南 極基地建設の為の輸送設
営計画は全 く行詰 り,最後の決定を松本船長と私の二人
の判断に委ねられていた.隊の設営隊は萬策尽きたと最
終報告をして来たからである.船長と私とは前夜から徹
夜で打開策を検討していた.合 意決定された方針とは,
隊長の私が設営隊をも直接掌握 し,観測隊の総力と,宗
谷乗組員側の全面的協力を得て,隊長自らの指揮のもと
にオングル島上陸オペレーションを敢行するとい うこと
であった.船 長と隊長との間で次の4項 目が最終的に合
意された.
(1}氷山群の北側及び北東側(風 上側)が積雪深く雪上車
行動に有利であるから.氷山列を見つけ,た とえ迂回路
でもこの風上側の積雪の深い輸送路をみつけること.そ
の 目的の為,直 ちにヘ リ偵察を行 う.
②次年度以降の行動をも考え,現 地点以外に,青 氷縁 と
南極陸地の間の距離のせまい地点があるか どうかの偵察
をセスナ機で直ちに実施する.
㈲宗谷の帰路行動の時期を考慮し,海側の海氷状況の中
間偵察を行う,
(4}以上の偵察の結果に基いて隊長自身が全責任を持って
オングル島へ雪上車による上陸を敢行する.も し,この
上陸作戦が成功しそうな場合は,これを以て南極大陸へ
の正式上陸とする.また.上 陸可能の見込のついた場合
には,船 長と副隊長とをヘ リを以て現地に運ぶ,
松本船長と私とによって決められた計画は直ちに実行
された.私 の命を受けた渡辺兵力君は.輸 送路確認の為
のヘ リ偵察に出発した.松 本船長は②.㈲ 項偵察の為セ
スナ機による偵察に出発した.ヘ リ偵察の結果は,過 日
来,私 が見付けてあった氷山列コースが唯一であるとい
う.船長偵察の結果は,現 在地点がオングル島への最短
距離.ま た・外海への水路は多少変化しつつあるが氷状
は好転 しているとい う.こ うして隊長方針は確認され,
隊長自身の直接指揮によるオングル島上陸オペレーショ
ンの敢行が発令された.
その日のうちに上陸雪上車隊員の人選が行われた.隊
側は隊長以下17名.宗谷側からも重松機関長.下 松首席
航海士を含む4名 を加え.雪上車エンジンの保全,輸 送
路の修理,確 保等の技術的対策にも万全を尽すこととな
った.翌1月29日11時,21名の雪上車隊は宗谷船側を出
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発 し,その日20時57分,西オングル島への全員上陸に成
功 した.予 想されていた とお り,融雪水溜 り(パ ドル)
による雪上車運行の困難には幾度 も遭遇したが,万 一の
場合に備えて全員待機していた宗谷の航海,航 空.機 関
の各部乗組員達の応援を求めることはなくてすんだ.
松本さんも,私 も,1月26,27両日の夜はほとんど眠
る時間がなかった.そ して最後の瞬間に,二 人の協力と
決意とによって,オ ングル島初上陸に成功 した.1月29
日夜,オ ングル島上陸の簡単な式典を行った後.二 人は
ヘ リで大陸氷床上に飛び,小型の 日章旗を観てて.手 を
握 り合った.
1959年1月30日,第3次日本南極観測隊はその頃ヘ リ
コプター輸送によって昭和基地の再開に努力 して い た
が,悪天候によってしばしば空輸作業を中断され,昭和
基地の施設 と越冬隊人員数の調節に苦慮している最中で
あった,こ の日第37便で船長が小犬3頭 をつれて昭和基
地に来着.は じめてのヘ リコプターによる空輸オペレー
ションなので,船長も私も経験が足 りず.二 人とも頭を
痛めていた最中であった.隊 側の最低限要求として,合
計30トンの物資空輸,こ れによって12名の越冬隊がどう
にか成立するとい うものであった.現 在では想像 もつか
ないほど小規模の空輸計画であった.然 し,南極におけ
る初めての物資空輸計画とあって,直 接の空輸最高責任
者である松本船長の心労は大変なものであった.第32便
の空輸で.こ の第一目標の30トソ空輸は一応達成出来た
ので,船 長の来基地となったのであった.然 し隊側とし
ては,45トンの物資を昭和基地に送って.14名の越冬隊
を成立させたいとい う強い願望があった.私 と松本さん
はこの45トン空輸計画実現の為の詳細な検討を昭和基地
で行った訳である.何時も私に向っては笑顔を絶やさな
い松本さんも,この時ばかりは終始緊張した顔つきにほ
ころびを見せなかった.だ が,私 としては越冬隊長に予
定 していた村山雅美君から頗 るつきの強い要求を受けて
いた.し かもその日は快晴で.第41便までの 空 輸 を終
え,約40トンの物資を昭和基地宛届け終えていた.松 本
さんはいくつかの条件を出した上で,45トン,14名越冬
の基本案をこの昭和基地での談合で最終的にのんで くれ
た.必 要な技術的問題点 と乗組員の志気 とを熟慮した上
での男と男との腹の合意ということになろ う.
結果としては,2月1日.約52ト ンの物資を送 りこん
だ第52便の空輸によって.第3次 の空輸オペレーション
を終ることとなった.隊側にはなお不満の声もない訳で
はなかったが,私 としては松本船長が十二分の努力をし
てくれたと思っている.
松本さんは船側を代表し,私は隊側を代表して,3回
にわたる南極行の間には何度も困難な状況打開の為の談
判を行った.然 し,緊急の時以外は,隊長室でも,船長
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室でも二人で一緒によく飲んだものである.松本さんは
良い酒呑みであった.一 緒に飲んで楽 しくなる人であっ
た,お 互い.に苦しい時にも,寸時の閑を見つけて歓談の
酒の時間を作ることの出来る人であった.こ こでは故人
の南極観測初期に尽 くした功績を讃える為に松本さんの
仕事の面の想出を書いたが,私 の心に残る松本 さんの姿
は,私 の南極時代の最高最良の飲み友達 としての敏なの
である,(筆 者:国立極地研究所長)
南極観測隊便り
一第20次越冬隊 ・第21次隊の近況一
第21次観測隊を乗せたふじは,オ ーストラ リア入植
150周年祭の招請を受け,例 年 より4日早い11月21日,
晴海車頭を出港した.順 調な航海を続けたふ じは,12月
6日オース トラリアのフリーマントル港に入港,生 鮮食
料品や給油を行 う一方,IUGGの 総会に出席していた
永田所長らがキャンベラか ら駆けつけ隊員と共々「150周
年祭」を祝った.ま た恒例 となった艦上レセプシ ョンも
いつになく盛大に行われた.
12月12日に同港を出港したふ じは,12月18日,南緯55
度を通過した.「吠える50度」と形容される暴風圏も今
年は比較的穏やかで船酔いに悩まされた隊員も,いっも
よりは少なめであった.
南氷洋に入ったふ じは.海 洋観測等を行いながら,昨
年のように乱氷帯に悩まされることもなく,12月31日昭
和基地北方22㎞に接近,第20次隊のもとへ家族からの便
りを乗せた第1便 が飛立った.
第21次隊は20次隊同様,気 水圏観測と地学観測が重点
項 目となるが,同隊の特色 として.2機 の飛行機(セ ス
ナA185,ピラタスPC-6)が 持込まれたことに より
今までにない機動力が,観 測,設 営両面に大きな威力を
発揮すると期待されていることや,地震 気象の両部門
にコンピュータを利用した自動観測装置が導入され,省
力化された観測が行われること,また,人工衛星を利用
した位置決定が行われる等,初 の試みを数多 く抱えてい
ることで,そ の成果が各方面から注 目されている.
一方,真夏を迎えた昭和基地は,11月前半に低気圧が
通過した影響で,荒 れた日が続いたものの,後半から12
月にかけては,穏 やかな晴天が続いた.砂 撒きの効果も
あってか基地周辺の雪融けも急速に進み,21次隊の受け
入れ準備 もす っか り整った.
12月31日に,第21次隊から待望の第1便 が届き.連 日
の屋外作業でまっ黒に日焼けした隊員連の顔がほころん
で,時 おり見せる白い歯が印象的であった.
10月13日から111日間の大旅行を続けて い る 「や ま
と,ベルジカ地質調査旅行隊」は(矢 内(リ ー ダ),西
極 地 研 二
田,.Jr.-1嵐,　IE川,小島,中 松.神,遠 藤)は,　 IO月末
に や ま と1|1脈に 」≡[」着,　IFiJ[il脈で 約1か)1の 調 査,観 測 を
行 っ た 後,内 陸 へ の 旅 を続 け,[2月12|1,ベルジ カ山 派
iこi≡U着した.
同 隊 は燃 料.jF)tlの厳 し さ に加 え.1司山 脈 が ク レ ベス帯
に 囲 まれ た,前 人未 踏 の 地 であ る こ とか ら.現 地 で の調
査 を 当 初 の 日的 であ る.地 質図 作 成 に必 要 な 貞と少 限 に:L
め る こ と と し,順 調 に1月 ド句に|1{{和基地 に帰 投 した.
一 ス35
なず ほ1;.1地の 細 目,山 内.上 「巧(の3隊員 も ノ改(で 頑張
っ て い た.
!1孔か明 け る ヒ昭 和1iLl地ば 断旧 ..1・/隊員,支 援1こ当 る ふ じ
乗組 ほ 入 り乱れ て の 建 設 作 業が 始 まっ た.
.'}トの 越 冬 を終 え .:二'),として い た 第20次越 冬隊 員 達 は
す ・,か;,出江 た南 極 の'㌫ξに 二嵐 の 前 の 静;ナご_を 楽 し
ん だ もの だ.
第1便 来 る(12jj3UD第21次木 〔奇1隊長 と第20次川 崎 越 冬 隊1ミ(',1送写 真:)
ヘ リポ ー トの 整備(雪 が ヒけ て藏 後 のr・入.h,12月24日)(電 送 写 真)
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一1979～80年の国際共同観測一
1979～80年の南 極 の 野外 調 査 シ ーズ ン に,ア メ リカ,
ニ ュー ジ ー ラ ン ド両 隣 と,日 本 か らは 極 地 研 の筆 者 と 西
尾 助 手,大 阪 市立 大 学 の 吉 田勝 助 手 で,千 葉 工 業 大 学 の
鳥 居 教授,金 沢大 学 の小 村助 教授,弘 前大 学 の中 谷助 教
授,京 都 大学 の 由佐 助 教 授の7名 が参 加 し.国 際 共 同観
測 を 実 施 した,
今 シ ーズ ンの 国 際 共 同 観 測 は,次 の四 つ の 主要 な テ ー
マ が あ った.
1.エルス ワ ース 山 脈 地 域 の 地 質 調 査(吉 田)
2,アラ ン ヒル ズ地 域 で の 雪 氷学 的 な調 査(西 尾)
3.エレバ ス 山 の 地 震 活 動(神 沼)
4.MSSTS　(マク マ ー ドサ ウ ン ドの 堆 積 層 及 び地 殻 変 動
の 研 究)(鳥 居,小 村,中 谷,由 佐,神 沼)
MSSTSは1978年6月に 東 京 で 開催 したDVDPセ ミ
ナ ーの 席 上 で 実 施 が 提 唱 され,ニ ュ ージ ー ラ ン ドが 中心
と な っ て ニ ュ ーハ ーバ ー沖 の 海 氷 上 で の掘 削 が 行 わ れ
た.こ れ に 参 加 した小 村 氏 寺3名 は1⑪月下 句か ら ス コ ッ
ト基 地 に滞 在 し,ド ライ バ レー 地 域 の 調 査 を 行 い な が
ら,採 取 され た コァ か らの サ ン プ リ ング や ガ ス分 析 を実
施 した.ニ ュ ー ジー ラ ン ドは,こ の掘 削 に よ り石 油 の存
在 が 確 認で き る こ とに 大 きな期 待 を寄 せ て い た.石 油 の
有 無 の 指 標 と な る メ タ ン ガス の 検 出 に は 日本 が責 任 を持
つ こ と にな って お り,小 村 氏 が これ を 担 当 して い た.
メ タ ン ガス の 兆 候 は2～3回 あ った が,い ずれ も明 確
に ガ スの 存 在 は 確 認 され な か った.掘 削 は 水深190m,
3mの 海 氷 上 か ら400rn掘り進 ん だ 点 で 中 止 とな った.
鳥 居 教授 は11月24日に ス コ ッ ト基 地 に 到 着,　MSSTSの
コ アサ ン プ リン グの 後,他 の3名 と と もに パ ンダ基 地 に
入 り,ド ライ バ レ ー地 域 で の サ ン プ リング を 行 った,
筆 者 以 下3名 は11月初 句か ら1月 下 句 まで マ クマ ー ド
基 地 に滞 在 し た.エ ル ス ワ ース 山 脈 の 地 質 調 査 は 今 シ ー
ズ ン の ア メ リカ隊 最 大 の プ ロ ジ ェ ク トで あ った.調 査 隊
の ベ ース キ ャン プは60名が 泊 まれ るシ ャ ワー 付 の カマ ボ
コ型 テ ン ト3張 り.ヘ リコ プ ター2機 な どが 配 置 さ れ
た.ア メ リカの 地 質 研 究 者30名に 加 え,日 本 か らの 吉 田
助 手,ソ 連 の 交 換 科 学 者 な どが,こ の プ ロ ジ ェ ク トに 参
加 した.ほ とん どの 研 究 者 は12月2日 夜C-130八 一キ
ュ リー で現 地 に飛 び,1月 下 旬 まで 調 査 を続 け た.
ア ラン ヒル ズ の雪 氷学 的 調 査は,過 去3年 続 け た 日米
隅石 探 査 の一 環 で,昨 年 設 置 した 氷 河 の 流 動 測 定 川 の ポ
ー ル の再 測 と氷 の コァサ ン プル の 採 取 が 目的 で あ った.
西尾 助 手 は ア メ リカ チ ー ム と と もに12月12日か ら1月2
日 まで現 地 に滞 在 し,調 査 を行 った.
エ レバ ス 火山 を地 球物 理 学 的 に解 明 し よ うとす る案 は
日.米,ニ ュー ジ ー ラ ン ドそれ ぞ れ に あ った が,そ の 手
始 め とし て,今 シ ー ズ ンは 地 震 観 測 の 予 備 調 査 を 日本 側
が行 い,ア メ リカ,ニ ュー ジ ー ラ ン ドは これ に 協 力 す る
こ とで,調 査 を実 施 した.ニ ュー ジ ー ラ ン ド航 空 機 の 墜
落 事 故 で,予 定 が大r1]に遅 れ たが,12月20日か ら1月4
日 まで 山 頂 で の調 査 が続 け られ,所 期 の 目的 を 達 した.
エ レバ ス 山は 山 頂 の 火 口 内 に直 径100mの 溶 岩 湖 が あ
り,真 赤 な溶 岩 が 煮 え繰 返 って い る.山 頂 に立 つ と,ザ
ァ ー とい う滝 の よ うな 音 が聞 え る.火 口付 近 か ら立 昇 る
水 蒸 気 の 噴 出 音 で あ り,湧 き 出す 溶 岩 の崩 れ 落 ち る音 で
あ る.溶 岩 湖 の 縁 に は 数 個 の 火孔 が あ り,こ こか らス ト
ロ ンボ リ型 の 噴 火 を 繰返 し て い る.現 在 のエ レバ スの 火
口内 は ま さに地 獄 の 釜 であ り,生 き て い る南 極,活 動 的
な 南 極 が 味 わ え る.山 頂 付 近 に は地 熱地 帯 が あ り,雪 も
っ か ず,気 温 一30℃の厳 しい 自然 条 件 の も とで も,快 適
な 砂風 呂 が楽 しめ る.ク リス マス イ ブ には 地 熱 で 温 め た
ロ ース トビー フ を賞 味 した.
溶 岩 湖 の存 在 す る 火 山は,現 在,世 界中 で もエ レバ ス
山 以 外 に は1～2火 山 しか な く,火 山学 者 の注 目を 集め
て お り,筆 者 の 所 に も共 同 研究 の 申 込 み が きて い る.マ
クマ ー ド基地 に滞 在 中,今 後 の研 究 の進 め方 を ア メ リカ
・ニ ュー ジ ー ラ ン ドと相 談 した が,　IMESS　(エレ バ ス
ああ
爾㍉霧 一デ
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?
?
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火山 の 国 際 共 同 観 測)と い うプ ロジ ェ ク トを発 足 させ る
こ とで 意 見 が ・致 した.一 度 に 多額 の 予 算 を投 入 で きな
く と も,息 の 長 い 観 測 を実 施 す る こ と.n本 側 はす で に
あ る程 度 の 予 算的 な裏 付 け もで きて い る こ とな ど も話 合
い,極 地 研,　NSF,　DSIRでのlll式決 定 を待 つ こ とに し
た.
筆 者に と って は3年 ぶ りの マ クマ ー ド行 きで あ った,
マ クマ ー ド基 地 もス コ ッ ト基 地 も宿 泊 用 の建 物 が 増 え て
い た 他,ス コ ッ ト基 地 で は 発 電 棟 ヵ;新設 され,便 所 が 水
洗 に な り,シ ャワ ーは い つ で も使 え る よ うに な っ て い
た.女 性 の 人 口 も増 加 して い たが,運 転 手 とか 野外 調 査
準 備 の手 助 け とか,肉 体 労 働 の 分 野 で も,女 性 が 働 い て
い た.ニ ュー':'一ラン ド隊 に は2名 の女 性 地 質 学 者 が 居
た が,1～2か 月 南極 横 断山 脈 に 入 って い た.帰 りの 飛
● 行機が一緒だ。たが,ク ライ。,チ 。.チの空港には 、
人 と も夫 と子 供2人 が 出 迎 え て い た.彼 女 等 が結 婚 し て
い る こ とは 前 か ら知 って い た が,子 供 が居 た こ とは知 ら
なか っ た.子 供 が 幼 稚 園 に 通 う頃 か ら,毎 年,ク リス マ
ス,ll:月をは さむ2～3か 月南 極 に 来 て い る こ と に な
る.ニ ュー ジ ー ラ ン ド亭 主 族 の 理 解 の 深 さを 感 心す る と
と もに,日 本 の場 合は ど うな るか 考 え させ られ た.日 本
で も南 極観 測 へ の 女性 の 参 加が 論 議 され るが,男 女 双 方
の 意 識 が,ア メ リカ隊 や ニ ュー ジ ー ラ ン ド隊 並 に な っ て
い な い こ とだ け は 確実 で あ る.
四 ドィ ッ,中 国 が 南極 に 大 きな 関 心 を 払 って い る こ と
は 知 られ てい た が,今 シ ーズ ンは そ の 動 きが よ り具体 的
に な っ て きた,西 ドイ ツは ウ ェ ッデ ル 海 に 基 地 を建 設 す
るか た わ ら,ロ ス海 に も進 出 し,北 ビ ク トリア ラ ン ドの
地 質 調 査 を行 った,「 西 ドイ ツ地 質 調 査 所 」 の マ ー クを
持 つ ヘ リコ プ ター が 何 回 も,マ クマ ー ド基地 や ス コ ッ ト
基 地 に 飛 来 し,相 互 の 交 流 を 深 め て い た.ま た,四 ドイ
■ 。の地球物騨 拓 地理 緒 の ・名・・一_・ 一ラ・・
隊 に参 加,独 「|の活 動 を して い た.こ の 地 球物 理 学 者 と
は 筆者 もか な り親 密 に な り,近 い 将 来 の 共同 観 測 を話 合
った.中 国 は オ ー ス トラ リアの ケ ー シ ー基 地 に2名 の 研
究 者 を派 遣,空 路 ケー シ ー基 地 に向 う途 中,マ ク マ ー ド
基 地 に寄 った もの で,2晩 の滞 在 で は あ った が,筆 者等
と も 交流 した.
今 シ ー ズ ンの マ ク マ ー ド地 域 で の 最 大 の 出 米 山 は ニ ュ
ー ジ ー ラン ド航 空 のDC-10機 の墜 落 事故 であ った .こ
の'lf故は 南 極 では 勿 論,南'卜球 で起 った 最大 の航 空 機1其
故 で,ニ ュー ジ ー ラ ン ドで は 最大 の 交通 機 関 に よる 事 故
で もあ り,大 き なシ ョ ックを 各 方 面 に 与え た.
-U/v－ ド八 地 で ば 夕食 時 の6時 の 基 地 内 ラ ジオ ニ ュ
ー ス で ,DC-10の 行 方不 明が 知 ら され た.1979年11月
28　H　III[kf頃か ら 同機 との 交 信が 絶 え,C-1:}Oが捜 索 中
で あ る が 依然 不 明 で あ る との こ とで あ った.行 方 不 明 機
は2911に0時頃 エ レパ ス1⊥1北側の 標 高500mのmp、LIE.に墜
落 して い るこ とが発 見 され,た だ ち にヘ リコ ゾ タ ーが 現
場 こ飛 び生 存 者 のイ」'無が 調 べ られ た.
遭IX磯の 機 体 は,傾 斜2唯 の急 斜 【iliに長 さ6(X)m,Ti]
100m;こわ た り散 舌Lし,L空 か ら も,ま た,現 場 に二降 り
た 救 助 隊 に よ って も,生 存 者 は 確 認 され なか った.現 場
の 斜 面 は 急 で,大 きな ク レバ スが 幾 条 に も走 り,多 くの
機 体 の 破 片 や 遺 体 が,ク レバ スの 中 に あ った.
現 場 付近 は ロ ス島 北 側 か らの 暖 い 空 気 が エ レハ ス 山 に
ぶ つ か り,雲 の 発11モし易 い場 所 て,遺 体 の 収 容 作 業は 困
難 を きわ め た が,12月3～5Mの 好 天 の閻 に,す べ て の
遺 体 や 遺.i[11を回収 した.こ の 作 業 のす べて==一 ジ ー ラ
ン ド隊 に よ り行 わ れ,輸 送 は ア メ リカ 側が 担 当 した.
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド側 か ら竿1払こ対 して,非 公 式 に 日本
人の 遺 体 の 確 認 へ の 協 力 依 頼 が あ った が,途 中 か ら遺 体
の確 認 はす べ て オ ー ク ラ ン ドで 行 うこ とに な った.筆 者
は ニ ュー ジ ー ラン ド側に 対 し,こ の よ うな場 合 の 日本 人
の 感情 や 仏 教 の 習 慣 を伝 え る と ヒもに.日 本 か らの 間 合
せ の 電 話 に 対 して は 遺族 の 立場 に た った情 報 を伝 え る よ
う努 力 した つ も りで あ る,
IL)Jl2〔川,遭 難 現 場 の 南 東2kmの露 岩 の.ヒに,慰 霊 の
た めの 十字 架i)Z'hlSlてられ,筆 者 も[ltsの代 表 と して 出席
した.卜 字 架 の ドに 米,茶,羊 か ん,遭 難 者 の 名 前 を 川
い た紙 を 埋 め,酒 を ま き,読 経 し,祖 国 か らは るか に 離
離㍑
蜜
、
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、
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れた地に立って同胞の冥福を祈った.
この事故の影響は大きく.11月29日に南極点で予定 さ
れていた.バ ード少将の極点初飛行50周年記念式典は,
マクマード基地にある同少将胸像の前に変更された.12
月以後に予定 されていたアメリカ隊,ニ ュージーランド
隊のプロジェクトは多かれ少なかれ影響を受けた.サ イ
プルでのロケット観測をはじめ.全 体の200/.位のプロジ
ェクトが中止.又 は来シーズンに延期され.30%が計画
を縮小せ ざるを得なかった.
日本隊では西尾助手の調査開始が10日遅れ,実 質的な
調査期間が短縮され,筆 者のプロジェクトはエレバス山
頂で約40日の観測を予定していたのが,実 際には正味一
週間しか実施できなかった.
(筆者:神 沼克伊 国立極地研究所助教授)
一 隅石3000個を発見一
昨年10月13日か ら4か月近い内陸調査旅行を終えた第
20次越冬隊(山 崎道夫越冬隊長)の やまと山脈 ・ベルジ
カ山脈地学調査隊(矢 内桂三 り一 ダ ー以下8名)は,
3,000個あまりの阻石を採取し,2月9日 全員観測船「ふ
じ」に戻った.
同調在隊は,激 しいサスツルギ(雪面凹凸)帯 を乗 り
越え,幅10メー トルもあるクレバス帯を横切って,10月
末やまと山脈に到着,直 ちに阻石探査を開始した.激 し
い地吹雪の中での限石探査は,言 語に絶するものがあっ
たが,SM50型(中型)雪 上車2台,KC20型(小 型)
雪上車2台,ス ノーモービル3台 を使い,約1か 月半若
さにものを言わせてやまと山脈の裸氷(青氷)帯 を縦横
に走 りまくって阻石探査を続けた.
その結果,「阻鉄」 「炭素質隅石」等を含む阻石を続
々発見し,その総数は3,000個にも達した.
限石は太陽系の創成期,46～40億年前の出来事を知る
最も優れた資料である.更に,最近では太陽系の外の宇
宙から飛来したものもあるとさえ'占われている,また,
非常に数の少ない 「炭素質陽石」は,生 命の起源を探る
最 も貴重な資料である.南極は地球上で最も汚染が少な
いため,南 極明石はほとんど汚染されておらず,研究資
料としては最良の状態にある.
このため,限 石の採集に際しては,汚染を最小限度に
とどめるよう細心の注意が払われた.特 に 「炭 素 質阻
石」は,　NASA　(アメリカ航空宇宙局)の 月の石研究所
からステンレスの容器を特別に借 り受け,「 月の石」と
同様に全 く汚染されない状態で採集された.こ のため資
料 としての価値は一層高い.す べての阻石は,冷凍のま
ま日本に持ち帰られる,
また,同調査隊は,12月9日やまと山脈西方200キロ
メートルにあるベルジカ山脈を目指 し,途中クレパス帯
6
に悩 ま され た も のの,12月12日12時(現 地 時 間),日 本
隊 とし ては 初 め てベ ル ジ カ山 脈 に 到 着 した.そ そ り立 つ
絶 壁,500メー トル もの ロ ー ソ ク状 の 岩峰 に圧 倒 さ れ な
が ら も着 実 に 調 査 を 進 め,12月31Hに は 地 質調 査 と測 量
を 完成 させ,ま た,ペ ル ジ カ 山 脈 の 最 高峰,ビ ク タ ～ 山
(標高2,600メー トル)の 初 登 頂 も果 した.
'tigv....'・.噛..A～'....㌔..,v-wA　 Jv－
研 究 所 出 版 物
南 極 資 料67号1979年10月
Memoirs　of　National　Institute　ofPolar　Research
　 Series　A (Aeronomy),　No.　16
　 　 VLF-LF　hiss　emissions　associated　with　aurora,
　 　 byKMakita.　 December　1979
　　Series　F (Legistics),　No. 3
　 　 Axial　flow　wind　air-turbine　NU.102　with　elec.
　 　 tric　eddy-current　brake,　by　S.　Awano,　M.
　 　 MurayamaandS.Takeuchi,　 October1979
　 Speclal　Issue,　No.　13
　 　 PTeceedings　of　the　Seminar　III　of　Dry　Valley
　 　 Drilling　Project,　1978,　ed.　by　T.　Nagata.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 September　1979
　 Special　Issue,　No.　14
　 　 Proceedings　of　the　First　Symposium　on　Ant-
　 　 arctic　Geosciences,　1978,　ed.　by　T.　Nagata.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 October　l979
　 Special　Issue,　No.　15
　 　 Proceedings　of　the　Fourth　Symposium　on　Ant-
　 　 arctic　Meteerites,　ed.　by　T.　Nagata.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 December　l979
JARE　Data　Reports
　 No.　51　(Ionosphere　20)
　 　 Riometer　records　ot　30　MHz　 cosmic　noise　at
　 　 Syowa　Station,　Antarctica　in　1978,　by　M.　Ose,
　 　 K.　Igarashi　and　S.　Tsuzurahara.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 November　1979
　 No.　52　(Meteorology　6)
　 Meteorological　data　at　Mizuho　Station,　Ant-
　 　 arctSca　in　1978,　by　S.　Kawaguchi.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 December　1979
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■ 来 訪 者 ■
1月4日　 Dr・　PONNAMPERUMA.　C.　(ポナンペル
ウマ博士)メ リーランド大学
1月29日　 Dr・　MORGOUNOV,　V(モ ルグノブ博士)
ソ連科学アカデミー地球物理学研究所
・...°・h～1'NA.～V－
■ 見 学 者 く
2月16日 日本風俗吏学会10名
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第20次 ・第21次隊 月例 報告
〈54年11・12月 〉
11月上旬,中 旬は低気JLIhl通りやす く荒れ模様に経過
し,特に8～10日のブリザードは強かった.し かし下旬
は安定した晴天が続き,気温もかなり高かった.
12月は記録的な好天に恵まれ,ブ リザードもなく.順
調に雪融けが進んだ.20日には最高気温が9.4℃に達し
た.快晴続きに支えられて,主要道路,ヘ リポートの除
雪,車 輌整備その他の第21次隊受け入れ備準 もは か ど
り.29日に完成した.そ して31日に第21次隊隊長,ふ じ
艦長等を乗せた待望の第1便 が到着した.
観測報告
やまと山脈調査旅行隊は,周 回旅行に移ったが,11月
下旬までブ リザードのために行動不能16日を数えた.24
日以降は天候も回復し.26日やまと山脈最北端,28日か
らC群 の地質調査を実施.12月3日から南やまとヌナタ
ーク群に移動して,調査,測 量を実施し,9日 同地域を
出発,12日目本隊 として初めてベルジカ山脈 に 到 着 し
(JMR)に よる位置測定を含む測量を行った,
設営報告
燃料消費内訳 単位 皇
区 分
ll　 月
　 一一
消 費 量 、残 量
1
12月
消費量 残 量
普 通 軽 油 10,672457,20711,445,862
灯 油i2,52429,卯 。|、 」2&,8,
11
た.同 地 域 に て主 とし て地 質 調 査,衛 星 位 置 決 定 装 置
装輪 車 の 整備 が完 了 した.110KVA発 電 機1号 機 エ
ン ジ ンNo.1シ リン ダー 吸気 バ ル ブ シ ー トイ ンサ ー トが
摩 も う し,12月29日2号 機 に切 り換 えた.
や ま と山 脈 調 査旅 行 隊 で の 車 輌 は大 き な トラ ブ ルは な
し・.
、ハ.W."......い ～.P.い.し.V炉...岬...A～ ㌔..'㍉゜..ワA..・°."..・～ ∨`.、.°.開'°AA ' ～ －Aり ト.°層."㍉.♂A..■..°
.t.1AN...■ ■㌧,7.曜A,t●,■ ■.tt4A～.■
(8頁下段よりつづく)
特別科学的関心地区
番 号 地 域 指 定 事 由 研 究 概 要 指定期限
Site　No.　1 ロイ ズ岬,ロ ス島 最 も南に位置したアデリーペン ア デ リーペ ン ギ ン 1985.6.30
ギ ン の ル ッカ リーが あ り人 の 干 の個体群動態 勧告X-5
渉で減少したが,現 在その回復 により延期
を ま って い る された
Site　No,2　 :ア ラ イ バ ル ハ イ ツ,ハ ッ トポ イ
1
電磁気学的に静穏な地域として 超高層物現学 〃
ン ト半 島,ロ ス 島 保つため
Site　No.　3
.
バ ー ウ ィ ッ ク バ レ ー,ピ ク ト リ 陸上 ・陸水生態系のバックグラ 微生物学,陸 上陸 〃
ア ラ ン ド ウ ン ドの リフ ァ レ ンス 地 域 と し 水生態系
Site　No,　4 ク ロー ジ エ岬,ロ ス島
て
長期観察されたペンギンル ッカ ペンギン個体群の 〃
リ ー 動態と人の与えた
影響
Site　No.　5 フ ィル デ ィス 半 島,キ ング ジ ョ 第3紀の代表的地層 層位学的記載,南 〃
一 ジ島 ,南 シ エ ッ トラ ン ド諸 島 極半島の地質学的
進化
Site　No.　6
バ イ ヤ ーズ岬,リ ビ ン グス トン ジュラ紀,白 亜紀の化石を含む 古生物学 〃
島,南 シエ ッ トラ ン ド諸 島 堆積岩層の保存
Site　No.　7 ハ ス ウ ェル 島 5種 の ウ ミツバ メ,オ オ トウ ゾ 鳥類,沿岸海洋生 1983.6.30
ク カモ メ,ア デ リー ペ ンギ ンの 物 X-5に よ
繁殖地の保護 り延期
Site　No.　8 ア ド ミラ ル テ ィー湾 西岸,キ ン 3種 の ピ ゴ セ リス 属 ペ ソギ ソ と 沿岸生態系 1985.3.31
グ ジ ョー ジ島 飛翔性鳥類,ウ エ ッデルアザラ X-6に よ
シ,ゾ ウ ア ザ ラシ を観 光 客 か ら り指定
守る
..罰一
7
極 地 研 ニ ュ ー ス35
南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　　 　　 　　 　 　　 　　 　 sea　level)　(mb)
昭 和 基 地(Syowa
ll月(NOV,)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相対 湿 度(Mean　relative
　　　　　 　　　　　 　　　 humidity)　(%)
平 均 風速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind
　 　　 　　 speed,　10-rnin・　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　Cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　c】ear　days)
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4,0
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986.1
3.0
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6.6
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12月(Dec,)
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み ず ほ 基 地(Mizuho:89544)
li月(Nov.)12月(Dec.)
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特別保護地域(SPA)が.生 馴1・ 生態系の保存を1
主目的に指定され,そ こへの入域には特別許可が必要で ミ
あり,原則的には動植物の採捕が禁 じられていることを1
前回述べた.一方,南 極の自然は保存されると同時に,;
研究されねばならない との翫 から調 査 ・研究を前顧0
とした保護 者 理地域(糊IJ科学的関心 地 区Si、,,。fl
Special　Scientific　Interest=SSSI)の設定が第7回協議1
会議においてW-3に より勧告された.ま た,W-3で
は,生 物以外の研究 も人の干渉 ・防害の外で行 う必要の 《
あることが強調された.具体的な場所の選定,管 理計画
の吟味は　SCARに依頼された.,
t現在
,勧告画一4で 指定された7地 区と,X-6で 指1
定された1地区の計8地 区がSSSIである.指定の要件1
`
は勧告W-3に 規定 されてお り,現実に研究が進められi
てお り,人による干渉の恐れがあることが大きなポイン;
`
トとされている.またW-3は,　SSSIを訪問すること
を希望する人は,南極観測隊に対 して行政的責任を持つ
国内官庁に協議すべきことを規定 している.
(7頁 下 段 へ つ づ く)
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